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回次
第104期

第3四半期連結
累計期間

第105期
第3四半期連結

累計期間
第104期

会計期間
自　2021年1月1日
至　2021年9月30日

自　2022年1月1日
至　2022年9月30日

自　2021年1月1日
至　2021年12月31日

売上高 （百万円） 107,658 114,279 155,252

経常利益 （百万円） 21,016 20,433 28,015

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 14,883 14,500 19,715

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 18,017 19,941 23,160

純資産 （百万円） 194,347 204,989 195,600

総資産 （百万円） 242,375 255,577 252,554

1株当たり四半期（当期）純利益 （円） 190.42 187.52 252.36

潜在株式調整後1株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 80.2 80.1 77.4

回次
第104期

第3四半期連結
会計期間

第105期
第3四半期連結

会計期間

会計期間
自　2021年7月1日
至　2021年9月30日

自　2022年7月1日
至　2022年9月30日

1株当たり四半期純利益 （円） 89.58 87.99

第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

2．第104期第3四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め、第104期及び第105期第3四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また主要な関係会社の異動はありません。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

　当第3四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

前第3四半期連結累計期間

   （自　2021年1月1日

 至　2021年9月30日）

当第3四半期連結累計期間

   （自　2022年1月1日

 至　2022年9月30日）

増減

金額（百万円） 金額（百万円）
金額

（百万円）

増減率

（％）

　ヘルスケア 38,984 40,092 1,107 2.8

　日用品 35,730 35,666 △64 △0.2

　スキンケア 5,301 4,929 △372 △7.0

　カイロ 1,693 2,414 721 42.6

　合計 81,710 83,102 1,391 1.7

2【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（1）財政状態及び経営成績の状況

　　1）経営成績

　当第3四半期連結累計期間における当社グループをとりまく経営環境は、新型コロナウイルス感染症のワクチン

普及などにより多くの国で経済活動が再開しつつある中、オミクロン株による感染再拡大が見られた国・地域もあ

り、経済活動の減速が懸念されました。それに加えて、原材料価格の高騰や地政学リスクの高まりなど、先行きが

不透明な状況が続きました。

　そうした状況の中、当社グループは「“あったらいいな”をカタチにする」をブランドスローガンに、お客様の

ニーズを満たす新製品の発売や既存製品の育成、今後の成長事業への投資に努めてまいりました。

　その結果、売上高は114,279百万円（前年同期比6.1％増）、営業利益は18,749百万円（前年同期比3.5％減）、

経常利益は20,433百万円（前年同期比2.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は14,500百万円（前年同期

比2.6％減）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

国内事業

　当事業では、耳鳴りに効く漢方薬「ナリピタン 当帰芍薬散錠（とうきしゃくやくさんじょう）」、BMIが高めの

方の内臓脂肪を減らす機能性表示食品「ナイシヘルプ」、しつこいニオイをしっかり消臭しながら床の抗菌までし

てくれるコンパクト消臭剤「トイレの消臭元　抗菌＋」、目もと専用冷却アイマスク「熱さまシート ジェルでひ

んやりアイマスク」など、今年春に15品目の新製品を発売し、売上に貢献しました。

　また、新型コロナウイルス感染症のオミクロン株の拡大に伴い、痛いのどのウイルスや菌を殺菌する「のどぬ～

るスプレー」や冷感ツブ配合の貼るタイプの冷却シート「熱さまシート」などの需要が高まりました。

さらに、第1四半期の冬の気温が低下したことで、「桐灰カイロ はる」などのカイロの販売が好調に推移しまし

た。

　一方、外出自粛や飲み会の減少等により、ニオイのもとから息をリフレッシュする口中清涼剤「ブレスケア」な

どの需要が昨年に引き続き低迷しました。

　その結果、売上高は87,773百万円（前年同期比2.2％増）、セグメント利益は16,378百万円（前年同期比8.6％

減）となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第3四半期連結累計期間では

4,175百万円、当第3四半期連結累計期間では4,670百万円となっております。

　　　（外部顧客への売上高の内訳）
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前第3四半期連結累計期間

   （自　2021年1月1日

 至　2021年9月30日）

当第3四半期連結累計期間

   （自　2022年1月1日

 至　2022年9月30日）

増減

金額（百万円） 金額（百万円）
金額

（百万円）

増減率

（％）

　米国 7,875 9,193 1,318 16.7

　中国 6,772 7,842 1,070 15.8

　東南アジア 2,582 5,201 2,618 101.4

　その他 1,713 2,220 506 29.6

　合計 18,944 24,458 5,514 29.1

国際事業

　当事業では、米国・中国・東南アジアを中心に、カイロや額用冷却シート「熱さまシート」、外用消炎鎮痛剤

「アンメルツ」などを販売しており、広告や販売促進など積極的に投資することで、売上拡大に努めました。

　米国では、2020年に買収したOTC医薬品メーカーAlva社において、サプライチェーンの混乱により原料供給が滞

り、第1四半期を中心に一部製品で欠品が発生し、医薬品が伸び悩みました。一方、コロナ禍で発熱対策としての

習慣がついてきたことと、脱マスクの流れが加速したことでインフルエンザの罹患者数が増加し「熱さまシート」

が好調に推移しました。また、円安による為替変動の影響による売上の増加も寄与し、増収となりました。

　中国では3月以降、各都市で新型コロナウイルス感染症の拡大によるロックダウンが実施され、物流網がストッ

プし、当社の製品出荷が一時的に滞りました。5月以降、徐々に物流の問題は回復に向かいましたが、その後も各

地でロックダウンが断続的に続いたことにより、需要が低迷しました。一方、円安による為替変動の影響により売

上が増加し、増収となりました。

　東南アジアでは、新型コロナウイルス感染症の他、インフルエンザやデング熱など各種感染症の罹患者が増加

し、発熱対策として「熱さまシート」の需要が高まりました。これらに加え、円安による為替変動の影響による売

上の増加も寄与し、増収となりました。

　その結果、売上高は26,025百万円（前年同期比30.0％増）、セグメント利益は1,731百万円（前年同期比152.3％

増）となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第3四半期連結累計期間では

1,073百万円、当第3四半期連結累計期間では1,566百万円となっております。

（外部顧客への売上高の内訳）

通販事業

　当事業では、栄養補助食品、スキンケア製品等の通信販売を行っており、広告やダイレクトメールを中心とした

販売促進による、新規顧客の開拓と既存顧客への購入促進に努めました。

　その結果、売上高は6,287百万円（前年同期比5.2％減）、セグメント利益は196百万円（前年同期比11.6％減）

となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおりません。

その他

　当事業には、運送業、合成樹脂容器の製造販売、不動産管理、広告企画制作等を含んでおり、各社は独立採算で

経営し、資材やサービス提供についてその納入価格の見直しを適宜行いました。

　その結果、売上高は5,101百万円（前年同期比1.8％増）、セグメント利益は463百万円（前年同期比26.4％減）

となりました。

　売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第3四半期連結累計期間では

4,642百万円、当第3四半期連結累計期間では4,670百万円となっております。
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　　2）財政状態

　総資産は、前連結会計年度末に比べ3,023百万円増加し、255,577百万円となりました。主な要因は、受取手形

及び売掛金の減少（12,695百万円）、商品及び製品の増加（6,550百万円）、建設仮勘定の増加（8,580百万円）

等によるものです。

　負債は、前連結会計年度末に比べ6,366百万円減少し、50,587百万円となりました。主な要因は、未払金の減

少（3,534百万円）、未払法人税等の減少（2,039百万円）、賞与引当金の減少（1,087百万円）等によるもので

す。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ9,389百万円増加し、204,989百万円となり、自己資本比率は80.1％となり

ました。主な要因は、利益剰余金の増加（7,847百万円）、自己株式の増加（4,056百万円）、為替換算調整勘定

の増加（6,016百万円）等によるものです。

（2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第3四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重

要な変更及び新たに生じた課題はありません。

（3）経営方針・経営戦略等

　当第3四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

（4）研究開発活動

　当社グループは「“あったらいいな”をカタチにする」をブランドスローガンに、お客様の潜在的ニーズを掘り

起こし、今までにない付加価値のある新製品を提供することで、お客様の生活を豊かにしていくことが使命と考え

ております。

　当第3四半期連結累計期間のグループ全体の研究開発費は5,671百万円であります。

　なお、当第3四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

3【経営上の重要な契約等】

　当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 340,200,000

計 340,200,000

第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第3四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年9月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月11日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 82,050,000 82,050,000 東京証券取引所　プライム市場
単元株式数

100株

計 82,050,000 82,050,000 － －

②【発行済株式】

（2）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2022年7月1日～

2022年9月30日
－ 82,050,000 － 3,450,000 － 522,500

（4）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（5）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（6）【議決権の状況】

　　当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載する

　ことができませんので、直前の基準日（2022年6月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

2022年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－

「1(1)②発行済株式」

の「内容」欄に記載の

とおりであります。普通株式 4,770,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 77,256,000 772,560

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 普通株式 23,800 － －

発行済株式総数 82,050,000 － －

総株主の議決権 － 772,560 －

①【発行済株式】

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権数20個が含まれております。

2022年9月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)

小林製薬㈱
大阪市中央区道修町4-4-10 4,770,200 － 4,770,200 5.81

計 － 4,770,200 － 4,770,200 5.81

②【自己株式等】

（注）当第3四半期会計期間末の自己保有株式数は、4,770,286株であります。

2【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第4【経理の状況】

1．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

2．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間（2022年7月1日から2022年9

月30日まで）及び第3四半期連結累計期間（2022年1月1日から2022年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年9月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 95,024 96,964

受取手形及び売掛金 ※２ 55,169 42,474

有価証券 14,022 8,300

商品及び製品 8,853 15,403

仕掛品 1,388 1,850

原材料及び貯蔵品 4,866 6,000

その他 2,587 2,342

貸倒引当金 △22 △16

流動資産合計 181,889 173,318

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,158 9,599

機械装置及び運搬具（純額） 5,055 5,567

工具、器具及び備品（純額） 1,450 1,450

土地 4,695 4,708

リース資産（純額） 608 526

建設仮勘定 2,555 11,136

有形固定資産合計 22,524 32,988

無形固定資産

のれん 7,189 8,075

商標権 3,721 3,811

ソフトウエア 1,538 2,152

その他 207 521

無形固定資産合計 12,658 14,561

投資その他の資産

投資有価証券 29,466 28,340

長期貸付金 816 960

繰延税金資産 1,489 1,713

投資不動産（純額） 2,735 2,714

その他 1,840 1,978

貸倒引当金 △866 △997

投資その他の資産合計 35,482 34,709

固定資産合計 70,664 82,259

資産合計 252,554 255,577

1【四半期連結財務諸表】

（1）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年9月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２ 9,293 9,905

電子記録債務 8,151 7,705

短期借入金 1 －

未払金 21,187 17,653

リース債務 169 176

未払法人税等 3,836 1,797

未払消費税等 639 526

賞与引当金 2,486 1,399

その他 4,936 5,215

流動負債合計 50,703 44,378

固定負債

リース債務 460 373

繰延税金負債 1,564 1,585

退職給付に係る負債 1,978 1,986

役員退職慰労引当金 41 41

その他 2,206 2,220

固定負債合計 6,250 6,208

負債合計 56,954 50,587

純資産の部

株主資本

資本金 3,450 3,450

資本剰余金 4,183 4,183

利益剰余金 200,534 208,382

自己株式 △23,706 △27,763

株主資本合計 184,461 188,252

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,953 10,175

為替換算調整勘定 1,166 7,182

退職給付に係る調整累計額 △1,034 △830

その他の包括利益累計額合計 11,085 16,527

新株予約権 53 210

純資産合計 195,600 204,989

負債純資産合計 252,554 255,577
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（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日

　 至　2021年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日

　 至　2022年9月30日)

売上高 107,658 114,279

売上原価 44,249 48,921

売上総利益 63,409 65,357

販売費及び一般管理費 43,982 46,608

営業利益 19,426 18,749

営業外収益

受取利息 104 54

受取配当金 234 251

不動産賃貸料 225 225

為替差益 367 640

受取補償金 600 400

その他 306 436

営業外収益合計 1,838 2,007

営業外費用

支払利息 13 13

不動産賃貸原価 101 74

貸倒引当金繰入額 93 135

その他 40 100

営業外費用合計 249 323

経常利益 21,016 20,433

特別利益

固定資産売却益 0 2

受取保険金 － 8

その他 1 －

特別利益合計 1 10

特別損失

固定資産除売却損 47 35

投資有価証券評価損 62 19

災害による損失 3 13

その他 12 3

特別損失合計 124 72

税金等調整前四半期純利益 20,892 20,370

法人税、住民税及び事業税 5,662 5,736

法人税等調整額 347 133

法人税等合計 6,009 5,870

四半期純利益 14,883 14,500

親会社株主に帰属する四半期純利益 14,883 14,500

（2）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

- 10 -

2022/11/16 9:43:13／22896579_小林製薬株式会社_第３四半期報告書



（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日

　 至　2021年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2022年1月1日

　 至　2022年9月30日)

四半期純利益 14,883 14,500

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,079 △778

為替換算調整勘定 1,850 6,016

退職給付に係る調整額 204 203

その他の包括利益合計 3,133 5,441

四半期包括利益 18,017 19,941

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 18,017 19,941

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

【四半期連結包括利益計算書】

【第3四半期連結累計期間】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありま

せん。

（追加情報）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。なお、2018年3月30日に公表された「収益認識に関する会計基準」等については、2020年12

月期の期首から適用しております。

　これにより、当第3四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を「注記事項（セグ

メント情報等）」に記載しております。なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　

2020年3月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第3四半期連結累計期間に係る顧客との契約から

生じる収益を分解した情報は記載しておりません。
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前連結会計年度
（2021年12月31日）

当第3四半期連結会計期間
（2022年9月30日）

当座貸越極度額及び貸出

コミットメントの総額
16,414百万円 16,395百万円

借入実行残高 － －

差引額 16,414 16,395

前連結会計年度
（2021年12月31日）

当第3四半期連結会計期間
（2022年9月30日）

受取手形 5百万円 －百万円

支払手形 315 －

（四半期連結貸借対照表関係）

1　当社及び連結子会社（前連結会計年度（Kobayashi Healthcare Europe,Ltd.、上海小林日化有限公司、

Kobayashi Healthcare International,Inc.、Kobayashi Healthcare Australia Pty.,Ltd.、小林製薬（中

国）有限公司））、（当第3四半期連結会計期間（Kobayashi Healthcare Europe,Ltd.、上海小林日化有限公

司、Kobayashi Healthcare Australia Pty.,Ltd.、小林製薬（中国）有限公司））においては、運転資金の効

率的な調整を行うため、前連結会計年度は取引銀行6行と、当第3四半期連結会計期間は取引銀行5行と当座貸

越契約等を締結しております。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

※2　期末日満期手形

　　　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、前連結会計年度の末日が金融機関の休日でしたが、満

　　期日に決済が行われたものとして処理しております。前連結会計年度末日満期手形の金額は、次のとおりで

　　あります。

前第3四半期連結累計期間
（自  2021年1月1日

至  2021年9月30日）

当第3四半期連結累計期間
（自  2022年1月1日

至  2022年9月30日）

減価償却費 2,826百万円 3,226百万円

のれんの償却額 640 729

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。
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（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年2月17日

取締役会
普通株式 3,361 43 2020年12月31日 2021年3月5日 利益剰余金

2021年7月29日

取締役会
普通株式 2,892 37 2021年6月30日 2021年9月9日 利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年2月22日

取締役会
普通株式 3,575 46 2021年12月31日 2022年3月9日 利益剰余金

2022年8月3日

取締役会
普通株式 2,936 38 2022年6月30日 2022年9月8日 利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自　2021年1月1日　至　2021年9月30日）

1．配当金支払額

2．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自　2022年1月1日　至　2022年9月30日）

1．配当金支払額

2．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2021年10月28日開催の取締役会決議に基づき、2021年11月1日から2022年2月10日の期間で、自己

株式883,300株の取得を行いました。

当第3四半期連結累計期間においては、456,200株の取得を行ったことにより自己株式が4,056百万円増加

し、当第3四半期連結会計期間末における自己株式は27,763百万円となっております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額
（注）2

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）3

国内
事業

国際
事業

通販
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 81,710 18,944 6,634 107,289 369 107,658 － 107,658

セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,175 1,073 － 5,248 4,642 9,891 △9,891 －

計 85,885 20,017 6,634 112,537 5,012 117,550 △9,891 107,658

セグメント利益 17,920 686 222 18,829 629 19,458 △31 19,426

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自　2021年1月1日　至　2021年9月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、合成樹脂容器

　　　　 の製造販売、不動産管理、広告企画制作等を含んでおります。

　　　2．セグメント利益の調整額△31百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　3．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　固定資産にかかる重要な減損損失を認識していないため、また、のれんの金額に重要な変動が生じていな

いため、固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報の記載を省略しております。

- 15 -

2022/11/16 9:43:13／22896579_小林製薬株式会社_第３四半期報告書



（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額
（注）2

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）3

国内
事業

国際
事業

通販
事業

計

売上高

日本 83,102 － 6,287 89,389 431 89,820 － 89,820

米国 － 9,193 － 9,193 － 9,193 － 9,193

中国 － 7,842 － 7,842 － 7,842 － 7,842

東南アジア － 5,201 － 5,201 － 5,201 － 5,201

その他 － 2,220 － 2,220 － 2,220 － 2,220

顧客との契約から生じる

収益
83,102 24,458 6,287 113,848 431 114,279 － 114,279

外部顧客への売上高 83,102 24,458 6,287 113,848 431 114,279 － 114,279

セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,670 1,566 － 6,237 4,670 10,908 △10,908 －

計 87,773 26,025 6,287 120,085 5,101 125,187 △10,908 114,279

セグメント利益 16,378 1,731 196 18,306 463 18,769 △20 18,749

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自　2022年1月1日　至　2022年9月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、合成樹脂容器

　　　　 の製造販売、不動産管理、広告企画制作等を含んでおります。

　　　2．セグメント利益の調整額△20百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　3．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　固定資産にかかる重要な減損損失を認識していないため、また、のれんの金額に重要な変動が生じていない

ため、固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報の記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま 

す。

前第3四半期連結累計期間
（自　2021年1月1日
 至　2021年9月30日）

当第3四半期連結累計期間
（自　2022年1月1日
 至　2022年9月30日）

1株当たり四半期純利益 190円42銭 187円52銭

　（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 14,883 14,500

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円）
14,883 14,500

普通株式の期中平均株式数（千株） 78,163 77,323

（1株当たり情報）

1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）前第3四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、

当第3四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、2022年11月1日開催の取締役会において、会社法第165条第3項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議し、2022年11月2日に取得が完了しております。な

お、自己株式の取得にはコミットメント型自己株式取得（FCSR）（以下「本手法」という。）を用いております。

1．自己株式の取得を行う理由

株主への一層の利益還元と経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行できるようにするため、自

己株式の取得を行うものであります。

2．本手法を選択した背景

当社は、今回の自己株式取得を実施するにあたり、以下に記載の理由により、本手法が100億円相当の自己

株式取得を確実に行いたいという当社のニーズを充足し得る 良の選択肢であると判断いたしました。

市場買付による自己株式取得方法のうち、通常の立会取引で自己株式を取得するスキームとしては、当社

が個別に発注するもの、証券会社による一任勘定取引、信託会社の利用など様々な手法が存在しますが、当

社が今回企図している取得予定金額規模の自己株式取得を行う場合、当社株式の市場における売買高を勘案

すると、いずれの手法も自己株式取得が終了するまでに一定の期間を要することになることが想定されま

す。

次に、ToSTNeT-3において買付の委託を行う取引のみを行う手法では、上記の手法と異なり、取引自体は1

日で終了するものの、株主の皆様による売付注文の数量次第では、取得予定金額の自己株式取得ができない

可能性があります。

この点、本手法を採用すると、以下に詳述する通り、自己株式取得取引が1日で終了することに加えて、株

主の皆様による売付注文が取得予定金額に達しない場合であっても、不足額については証券会社が当社株主

から当社株式の借株をした上で売付注文を行う予定であることから、取得予定金額の自己株式取得を行うこ

とが可能になります。

3．本手法の概要

当社は、2022年11月2日にToSTNeT-3により1株あたり7,900円で、1,265,800株、100億円に相当する自己株

式を取得いたしました（以下「本買付」という。）。

本買付にあたっては、野村證券株式会社（以下「野村證券」という。）が当社株主から借株をした上で売

付注文をしております。なお、ToSTNeT-3では一般の株主の皆様からの売付注文は、金融商品取引業者である

野村證券の自己の計算に基づく売付注文に優先されますので、野村證券による売付注文の約定額は一般の株

主の皆様からの売付注文分だけ減少しております。

野村證券は本買付後に、借株の返済を目的として自らの判断と計算において当社株式を株式市場の内外で

取得する予定であると聞いておりますが、野村證券が行う当社株式の取得に関して、当社と野村證券との間

で締結された契約はありません。

次に、野村證券から取得した株式に対しては、当社の実質的な取得単価が本買付以降の一定期間（2022年

11月4日から新株予約権の行使日又は行使が行われない旨の通知を受けた日の前日まで）の各取引日の当社株

式のVWAP（出来高加重平均価格）の算術平均値に99.9％を乗じた価格（以下「平均株価」という。）と同じ

になるように、別途、本手法において当社が発行する新株予約権（以下「本新株予約権」という。）の取得

者となる野村キャピタル・インベストメント株式会社（NCI）（以下「新株予約権者」という。）との間で当

社株式を用いた調整取引を行います。具体的には、①平均株価が7,900円よりも高い場合は、本新株予約権の

行使により、「本買付における野村證券からの取得株式数」（以下「取得済株式数」という。）から「本買

付において野村證券から買付けた金額により当社株式を平均株価で取得したと仮定した場合の取得株式数」

（以下「平均株価取得株式数」という。）を控除して算出される数の当社株式を新株予約権者に交付し、逆

に、②平均株価が7,900円よりも低い場合は、平均株価取得株式数から取得済株式数を控除して算出される数

の当社株式を新株予約権者から無償で取得することを合意しています。
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平均株価

(A)

取得金額

(B)

平均株価取得株式数

(C) = (B) ÷ (A)

取得済株式数

(D)

交付株式数

(D) - (C)

追加取得株式数

(C) - (D)

12,000 9,991,920,000 832,660 1,264,800 432,140 0

10,000 9,991,920,000 999,192 1,264,800 265,608 0

9,100 9,991,920,000 1,098,013 1,264,800 166,787 0

8,900 9,991,920,000 1,122,688 1,264,800 142,112 0

8,700 9,991,920,000 1,148,497 1,264,800 116,303 0

8,500 9,991,920,000 1,175,520 1,264,800 89,280 0

8,300 9,991,920,000 1,203,846 1,264,800 60,954 0

8,100 9,991,920,000 1,233,570 1,264,800 31,230 0

7,900 9,991,920,000 1,264,800 1,264,800 0 0

7,700 9,991,920,000 1,297,652 1,264,800 0 32,852

7,500 9,991,920,000 1,332,256 1,264,800 0 67,456

7,300 9,991,920,000 1,368,756 1,264,800 0 103,956

7,100 9,991,920,000 1,407,313 1,264,800 0 142,513

6,900 9,991,920,000 1,448,104 1,264,800 0 183,304

＜調整取引のメカニズム＞

①平均株価が7,900円よりも高い場合

本買付後に当社株式の株価が上昇し平均株価が7,900円を上回る場合、下記の計算式で算定される当社株

式が新株予約権者に交付されます。

交付株式数＝取得済株式数－平均株価取得株式数

終取得株式数＝取得済株式数－交付株式数

＝取得済株式数－（取得済株式数－平均株価取得株式数）

＝平均株価取得株式数

＝取得予定金額÷平均株価

取得済株式数：本買付において野村證券から買付けた株式数

平均株価取得株式数：本買付において野村證券から買付けた金額により当社株式を平均株価で取得した

と仮定した場合の取得株式数

②平均株価が7,900円よりも低い場合

本買付後に当社株式の株価が下落し平均株価が7,900円を下回る場合、下記の計算式で算定される当社株

式が新株予約権者から無償で取得されます。

追加取得株式数＝平均株価取得株式数－取得済株式数

終取得株式数＝取得済株式数＋追加取得株式数

＝取得済株式数＋（平均株価取得株式数－取得済株式数）

＝平均株価取得株式数

＝取得予定金額÷平均株価

上記の通り、 終取得株式数はToSTNeT-3において野村證券から買付けた金額により当社株式を平均株価で

取得した場合の取得株式数（平均株価取得株式数）となります。平均株価に応じた交付株式数、追加取得株

式数に関しては、以下の調整テーブルをご確認ください。

調整テーブル：

※本買付において一般の株主の皆様からの売付により1,000株、野村證券より1,264,800株、取得価格は1株あたり7,900

円、総額9,999,820,000円（うち、野村證券からの取得金額が9,991,920,000円）の取得を行った結果を踏まえての数値

例です。実際には交付株式数、追加取得株式数の単元未満株式は切り捨てます。

なお、当社は上記取得株式数の調整のために当社株式の交付を行うための手段として、新株予約権者に対

して本新株予約権を無償で割り当てます。本新株予約権は、平均株価が7,900円よりも高い場合に行使され、

その差額分に相当する数の当社株式が新株予約権者に交付されます。また、平均株価が7,900円よりも低い場

合は、本新株予約権は行使されずに、当社は新株予約権者よりその差額分に相当する数の当社株式を無償で

取得します。かかる取得株式数の調整は、本新株予約権の行使期間である2022年12月14日から2023年3月24日

までの間に行われる予定で、 終的な取得株式数が確定した際には、別途、開示をする予定です。
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① 割当日 2022年11月16日

② 新株予約権の総数 1個

③ 払込金額 新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しないこととする。

④ 当該発行による潜在株

式数

潜在株式数：1,264,800株（上限）※

※上限の潜在株式数は、下記⑥の平均株価取得株式数がゼロとなった場合を前

提とした株式数

⑤ 行使時の出資金額 1円

⑥ 行使時の交付株式数の

算定方法

　　交付株式数＝(ⅰ)取得済株式数－(ⅱ)平均株価取得株式数

※単元未満株式は切り捨て、0を下回る場合には0株とする。

(ⅰ)「取得済株式数」は、1,264,800株

(ⅱ)「平均株価取得株式数」は、以下の計算式に従った計算の結果得られる

株式数（1株未満切り捨て）とする。

(ⅲ)自己株式買付金額
　　平均株価取得株式数＝――――――――――――

平均株価

(ⅲ)「自己株式買付金額」は、9,991,920,000円

⑦ 募集又は割当方法

（割当予定先）
野村キャピタル・インベストメント株式会社に対する第三者割当方式

⑧ その他 当社は、割当予定先との間で、割当予定先が本新株予約権の行使を行わない場

合、株価の状況に応じて割当予定先から一定数の当社株式を無償で取得する予

定です。詳細については、別記「（2）本新株予約権の特徴」、および別記

「（3）割当予定先等 ③その他」をご参照ください。

4．本手法における当社株式の取得方法・内容

（1）取得対象株式の種類：当社普通株式

（2）取得した株式の総数：1,265,800株（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合1.64％）

（3）株式の取得価額の総額：9,999,820,000円

（4）株式取得日：2022年11月2日

（5）株式の取得方法：東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付け

※上記（2）の取得した株式の総数のうち、野村證券から買付けた1,264,800株に関しては、当社の実質的な

取得価額が一定期間の当社株式の平均価格相当になるよう、後日、当社株式を用いた調整取引を行うた

め、調整取引を含めた全体での 終的な取得株式数は変動する可能性があります。

5．本手法における新株予約権について

本買付の結果により、2022年11月1日開催の取締役会決議に基づく第三者割当による第5回新株予約権の発

行条件が確定いたしました。詳細は、以下のとおりです。

（1）募集の概要

（2）本新株予約権の特徴

①本新株予約権の構成、行使により交付される株式数および行使の際に払い込まれる出資金額

a．本新株予約権は全1回号で構成されており、発行される新株予約権の数は1個です。

b．交付株式数は、平均株価の水準に応じて増減し、本日の終値よりも平均株価が上昇するほど交付株式

数が増加する仕組みとなっております。

c．行使の際に払い込まれる出資金額は、1円です。

②本新株予約権の行使可能期間

本新株予約権の行使可能期間は、2022年12月14日から2023年3月24日までの期間です。

③本新株予約権の取得

本新株予約権には、当社の決定により本新株予約権の取得を可能とする旨の条項は付されておりません。

④行使が行われない場合の当社株式の追加取得

割当予定先は、本新株予約権の行使を行わないことを決定した場合には、当社にその旨を通知し、平均

株価がToSTNeT-3における自己株式取得価額よりも低い場合は、当社は割当予定先より、その差額に応じ

た株数の当社株式を無償で取得することになっております。
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（a） 商号 野村キャピタル・インベストメント株式会社

（b） 本店所在地 東京都千代田区大手町二丁目2番2号

（c） 代表者の役職・氏名 代表取締役　村上　朋久（2022年9月30日現在）

（d） 事業内容 貸金業

（e） 資本金の額 500百万円

（f） 設立年月日 1999年11月4日

（g） 発行済株式数 280,000株

（h） 事業年度の末日 3月31日

（i） 従業員数 15名（単体）

（j） 主要取引先 投資家並びに事業会社

（k） 主要取引銀行 野村信託銀行株式会社

（l） 大株主および持株比率 野村ホールディングス株式会社　100％

（m） 当社との関係等

資本関係
割当予定先が保有している当社の株式の数：0株

当社が保有している割当予定先の株式の数：0株

人的関係

当社と割当予定先との間には、記載すべき人的関係はありません。また、当

社の関係者および関係会社と割当予定先の関係者および関係会社の間には、

特筆すべき人的関係はありません。

取引関係 当社と割当予定先との間には、取引関係はありません。

関連当事者への該当状況
割当予定先は、当社の関連当事者には該当しません。また、割当予定先の関

係者および関係会社は、当社の関連当事者には該当しません。

（3）割当予定先等

①割当予定先の概要（2022年9月30日現在）

②株券貸借に関する契約

当社株主と割当予定先との間で、株券貸借に関する契約の締結はございません。

③その他

当社は、割当予定先との間で締結予定の割当契約において、下記の内容について合意しております。

＜本新株予約権の行使が行われない際の当社株式の追加取得＞

割当予定先は、本新株予約権の行使を行わないことを決定した場合には、当社にその旨を通知し、当

社が割当予定先より、平均株価取得株式数から取得済株式数を控除して算出される数の当社株式を無償

で取得する。

＜割当予定先による新株予約権の譲渡制限＞

割当予定先は、本新株予約権を第三者に譲渡する場合には、当社取締役会の承認を要するものとす

る。ただし、割当予定先が、本新株予約権の行使により交付された株式を第三者に譲渡することを妨げ

ない。

6．当社業績に与える影響について

本手法の実施における財政状態および経営成績に与える影響については、精査中です。

（自己株式の消却及び別途積立金の取崩について）

当社は、2022年11月1日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式を消却すること、ま

た会社法第452条および第459条第1項に基づく定款の定めにより、別途積立金の取崩しを行うことを決議いたしま

した。

1．自己株式の消却

（1）消却する株式の種類：当社普通株式

（2）消却する株式の数：4,000,000株（消却前の発行済株式総数に対する割合4.88％）

（3）消却予定日：2022年11月15日

（4）消却後の発行済株式総数：78,050,000株

（5）目的：発行済株式総数の減少を通じて株主利益の増大を図るため

2．別途積立金の取崩し

（1）実施内容：減少する剰余金の項目とその金額　別途積立金　19,619,000,000円

　　　　　増加する剰余金の項目とその金額　繰越利益剰余金　19,619,000,000円

（2）目的：自己株式の消却に対応するため

（3）効力発生日：2022年11月1日
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（決議）
配当金の総額
（百万円）

1株当たり配当額
（円）

支払請求の効力発生日
及び支払開始日

2022年8月3日

取締役会
2,936 38 2022年9月8日

2【その他】

当社は、「会社法第459条第1項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当等を行うことができる」旨

を定款に定めております。2022年8月3日に開催された取締役会決議により、2022年6月30日を基準日として、中間配

当を行うことを決議いたしました。

配当金の総額並びに、剰余金の配当は以下のとおりであります。

(注) 2022年6月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2022年11月11日

小林製薬株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 松  浦  　　大

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 栗  原  裕　幸

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小林製薬株式会社

の2022年1月1日から2022年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2022年7月1日から2022年9月30日ま

で）及び第3四半期連結累計期間（2022年1月1日から2022年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小林製薬株式会社及び連結子会社の2022年9月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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